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緒言 絶縁性基板と金属ナノ粒子の双方に結合するバインダーを用いた薄膜形成について検討し

ている。これまでの結果より，金属ナノ粒子の粒径を反映した膜厚を有する均一な薄膜の形成が

可能になった。そこで，マイクロメーターサイズのプラスチックビーズへの薄膜形成を試みた。

さらに，三次元構造体に形成された薄膜について散乱光特性に着目した評価を行った。 

実験 塩化金酸をクエン酸還元（353 K，20分間撹拌）することにより，平均粒径 30 nmの金ナノ

粒子溶液を得た。金ナノ粒子溶液にアクリル樹脂ビーズ（粒径 6 μm）およびアルカンチオールを

加え，室温で撹拌し，金ナノ粒子をビーズに固定した。さらに，アスコルビン酸および塩化金酸

水溶液に加え攪拌（323 K，20分間）することでビーズに固定化された金ナノ粒子を成長させた。 

結果及び考察 FE-SEM よりマイクロビーズに均一に金ナノ

粒子が吸着した様子が観察された（Fig.1a）。さらに，断面 TEM

により粒径 30 nmの金ナノ粒子による単粒子層の形成が確認

された。このときのビーズ 1 個当たりの電気抵抗は 3.8 MΩ

あった。ビーズに固定化された金ナノ粒子の成長に伴い電気

抵抗は大幅に減少した（0.5 Ω）。断面 TEMより，金ナノ粒子

の成長に伴う粒界の消失が示唆された（Fig.1b）。三次元構造

体に形成された薄膜の評価は電子顕微鏡により詳細に行うこ

とが可能であるが，一方向からのみの評価にとどまる。 

マイクロビーズに入射した光はビーズ内部においてビーズ

/空気界面での反射に基づき特徴的な光散乱スペクトルを与

える（Whispering Gallery Mode）。これに着目して，ビーズ表

面に形成された薄膜の評価を行った。金属ナノ粒子被覆した

ビーズの光散乱スペクトルに着目することで，薄膜の膜厚や

被覆率を見積もることが可能になった。 
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Fig.1 SEM and cross section-TEM 

images of Au NP-deposited plastic 

microbead before (a) and after 

growth of Au NP (b). 
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